
 

 

伊 勢 崎 市 監査 委 員 告示 第  ７  号  

 

公   表   書  

 令 和 ２ 年 度 財 政 援 助団 体 等 監 査 を 執 行し た の で 、 地 方 自治 法 第 １ ９ ９ 条 第９項

の規 定 に 基づ き そ の結 果 を 別紙 の と おり 公 表 する 。  

 

  令 和  ２ 年 １ ２月 ７ 日  

 

                   伊 勢 崎 市 監 査委 員  猪 俣   健 

                      同      光  山 喜一郎 

                      同      鈴  木  良  尚 

 

                 記  

１  財 政 援 助 団 体 等 監 査 報 告書  

公 の 施 設 の指 定 管 理者  

社 会 福 祉 法人  伊 勢 崎 市 愛 のは ぐ る ま会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和２年度  財 政 援助 団 体 等監 査 結 果報 告 書  

 

１  基 準 に 準 拠 し てい る 旨  

  監 査 委 員 は 、 伊勢 崎 市 監査 基 準 （令 和 ２ 年３ 月 １ ２日 監 査 委員 訓 令 甲第 １

号） に 準 拠し て 監 査を 実 施 した 。  

 

２  監 査 の 種 類  

 財 政 援 助団 体 等 監査  

 

３  監 査 の 日 程 及 び対 象  

 令 和 ２ 年１ ０ 月 ５日 （ 月 ）  

 公 の 施 設の 指 定 管理 者  

社 会 福 祉 法人  伊 勢 崎 市 愛 のは ぐ る ま会   

（ 対 象 施 設）  

伊 勢 崎 市 福祉 作 業 所  (福 祉 こ ども 部 障害 福 祉 課 ）  

 （ 対 象 事業 ）  

  地 域 活 動 支 援 セン タ ー 事業  

  デ イ サ ー ビ ス 事業  

 

４  監 査 の 着 眼 点  

  所 管 部 局 に 関 して は 、管 理 に 関す る協 定 等 の締 結 は 適正 に 行 われ て い るか 、

協定 書 等 には 必 要 事項 が 適 正に 記 載 され て い るか 、管 理経 費 の 算定 や 支 出手

続 等 は 適 正 に な さ れ て い る か 、 事 業 報 告 書 の 点 検 は 適 切 に な さ れ て い る か 。 

指 定 管 理 者 に関 し て は、 事 業 の執 行 は 協定 書 等 の目 的 及 び仕 様 書 のと お り

実 施さ れ て いる か 、 経費 節 減 は図 ら れ てい る か 、利 用 促 進の た め の努 力 はな

され て い るか 、公 の 施設 の 管 理に 係 る 収支 会 計 経理 は 適 正に な さ れて い る か。 

 

 



 

 

５  監 査 の 実 施 内 容  

 （ １ ） 予備 監 査  

   本 監 査 に 先 立ち 監 査 委員 事 務 局職 員 に より 、 下 記事 項 を 重点 に 関 係書 類

を試 査 又 は精 査 を して 予 備 監査 を 実 施し た 。  

   ア  予 算 の 執行 状 況 につ い て  

   イ  諸 帳 簿 の記 帳 、 整理 、 保 管状 況 に つい て  

   ウ  金 銭 の 出納 、 預 金通 帳 の 管理 に つ いて  

   エ  契 約 関 係に つ い て  

   オ  物 品 の 出納 、 管 理に つ い て  

 （ ２ ） 本監 査  

   当 該 監 査 は 、監 査 委 員 ３ 名 と 事務 局 職 員が 、 現 地に お い て施 設 の 状況 に

つい て 確 認し 、 そ の後 監 査 委員 執 務 室に て 提 出資 料 と 予備 監 査 結果 に 基 づ

き、 事 務 責任 者 、 所管 部 局 職員 と 質 疑応 答 方 式で 実 施 した 。  

           

 

６  監 査 の 結 果  

伊 勢 崎 市 福 祉作 業 所 は、 障 害 者（ 児 ） が自 立 し た日 常 生 活又 は 社 会生 活 を

営 むこ と が でき る よ うに 支 援 する た め 、地 域 活 動支 援 セ ンタ ー 事 業（ Ⅱ 型）

と 在宅 の 重 度心 身 障 害者 等 に 対す る デ イサ ー ビ ス事 業 を 行う 施 設 であ る 。平

成 １８ 年 度 から 公 の 施設 の 指 定管 理 者 制度 を 導 入し 、 制 度導 入 時 から 社 会福

祉法 人 伊 勢崎 市 愛 のは ぐ る ま会 が 指 定を 受 け て管 理 運 営を 行 っ てい る 。  

運 営 に つ い ては 施 設 の設 置 目 的に 沿 っ て行 わ れ てお り 、 基本 協 定 に基 づ く

義務 の 履 行に つ い て も 概 ね 適正 に 実 行さ れ て いた 。  

事 務 執 行 に つい て は 、経 理 関 係に お い て、 利 用 者が 受 領 する 工 賃 領収 書 の

受 領日 が 利 用者 の 欠 席の 日 と なっ て い るも の 、 月次 試 算 表で 差 引 簿と 支 出調

書 の金 額 が 相違 し て いる も の 、 法 人 内 の他 施 設 が管 轄 す る業 務 及 び物 品 の購

入 に係 る 一 部の 経 費 を、 伊 勢 崎市 福 祉 作業 所 が 支払 っ て いた も の があ っ た。

今 後は 、 会 計処 理 規 程を 遵 守 し、 財 務 事務 の 適 正な 執 行 を 念 頭 に チェ ッ ク体



 

 

制 の 充 実 と適 切 な 処理 を 行 うよ う 望 むも の で ある 。  

こ れ か ら も 引き 続 き 関係 部 局 と連 携 を 図り 、 各 種事 業 を 実施 し な がら 、 障

害 のあ る 人 が自 立 し た地 域 支 援生 活 を 送れ る よ うに 、 適 正な 管 理 運営 を 期待

する も の であ る 。  


